
本
稿
托
昨
年
度
海
上
保
険
講
義
の
原
稿
に
多
少
の
改
訂
滑
稽
な
な
し
た
る
も
の
で
ぁ
る
。
玄
に
掲
載
し
て
本
年
度
講
義
り
補
充
ミ
サ
ろ
。
若
 
 

L
海
上
保
険
に
輿
憾
右
枠
た
れ
′
ろ
一
般
讃
者
に
研
究
上
何
等
か
の
参
考
ミ
も
な
ろ
ミ
：
ろ
あ
ら
ば
望
外
の
光
栄
で
ぁ
ろ
。
 
 

※
 
 
 

脆
上
保
険
の
制
度
は
絶
て
の
保
障
制
度
巾
故
も
早
く
畿
連
t
ね
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起
淑
に
戯
て
は
塑
者
の
所
詮
＿
克
し
な
い
。
 
 

山
部
の
単
著
は
そ
の
起
淑
を
共
同
海
技
の
制
度
に
基
か
し
め
る
。
嬉
し
て
然
ら
ば
、
組
元
前
数
行
年
悪
の
ロ
ー
ド
海
法
（
「
e
x
 
R
h
〇
・
 
 

d
叫
a
d
盈
a
c
t
u
）
制
定
の
希
膿
時
代
に
、
之
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
海
上
保
険
の
制
度
を
共
同
海
抜
の
制
度
匿
由
乗
せ
し
め
る
 
 

こ
と
は
、
今
日
単
著
の
多
く
探
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
9
他
の
叫
部
の
塾
考
は
胃
除
貸
借
（
F
O
e
コ
u
S
コ
a
u
t
i
c
u
ヨ
）
の
制
度
に
淵
源
せ
 
 

し
め
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
辣
店
時
代
に
之
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
冒
険
貸
借
の
制
度
観
以
て
直
ち
鱒
今
日
の
海
上
 
 

保
険
と
何
純
す
る
は
亦
屏
計
で
あ
る
。
今
日
の
通
詮
峠
希
臓
羅
娼
時
代
に
海
上
保
険
の
存
在
を
認
め
な
い
。
漸
く
中
世
紀
に
至
っ
て
 
 

冒
険
貸
借
よ
り
進
化
し
た
る
も
の
と
な
す
。
両
も
飼
、
そ
の
時
期
を
或
は
十
二
世
紀
な
り
と
云
ひ
、
或
は
十
三
世
紀
若
く
は
十
四
華
 
 

持
上
保
険
¢
沿
革
及
文
献
 
 

海
上
保
険
の
沿
革
及
文
献
 
 

ー
 
ノ
 
 

（
こ
九
三
）
 
 
三
九
 
 
 

武
 
 
三
 
 

適  
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紀
な
り
と
な
す
。
 
 
 

蒜
の
箪
者
、
殊
に
歓
洲
中
世
時
代
の
擬
革
慣
習
法
を
蒐
集
着
通
し
た
る
有
名
名
な
る
革
者
ク
レ
ー
ラ
ッ
ク
は
、
伊
太
利
の
歴
史
 
 

繋
ぎ
a
コ
言
a
コ
i
の
云
ふ
せ
こ
ろ
を
引
用
し
て
、
海
上
保
険
の
創
案
者
は
扮
太
人
な
り
。
彼
等
が
軸
十
八
二
年
p
h
≡
甘
ぎ
篭
t
u
S
に
 
 

ょ
り
、
仰
研
か
ら
追
放
せ
ら
れ
仰
太
利
に
避
難
す
る
際
、
保
険
の
方
法
に
よ
つ
て
彼
等
の
財
産
の
海
上
危
険
を
保
障
し
た
り
と
云
ひ
、
 
 

之
を
べ
芸
や
フ
P
－
レ
ン
ス
等
の
北
部
仰
太
利
商
人
が
目
撃
し
て
之
を
搾
川
し
、
普
及
せ
し
め
た
り
と
な
す
 
（
C
l
e
賢
去
s
e
什
 
 

C
。
。
ど
ヨ
。
S
詠
－
e
言
「
も
。
u
r
d
e
a
u
x
こ
登
・
P
・
N
】
0
0
）
。
米
問
の
革
賓
ア
ユ
ア
ー
は
、
こ
の
樽
詮
の
眞
償
は
這
問
超
で
あ
る
け
れ
ど
も
 
 

解
史
家
G
ぎ
u
≡
a
コ
i
の
生
存
中
眈
に
海
上
保
僚
の
制
度
が
存
在
し
た
る
を
想
像
す
る
に
見
る
ペ
く
、
彼
は
三
国
八
年
高
紛
豪
 
 

以
て
犯
し
た
る
を
以
て
、
恐
ら
く
聖
二
七
〇
年
と
三
八
〇
年
の
憫
に
於
て
渥
1
保
険
の
制
度
生
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
と
云
っ
 
 

て
ゐ
る
（
ロ
u
e
r
主
a
r
吉
e
－
コ
S
u
－
a
コ
n
e
、
P
・
N
β
。
ゼ
ノ
ア
高
等
商
業
車
校
数
授
B
e
コ
N
a
の
考
誇
に
依
っ
て
も
、
今
日
現
存
す
る
世
界
政
 
 

市
の
海
上
保
険
類
似
の
誇
券
は
二
は
酔
腰
保
険
に
し
て
千
三
苗
十
老
十
月
二
十
言
附
、
他
は
積
荷
保
険
に
セ
キ
三
琵
 
 

十
八
年
方
十
五
目
附
で
あ
る
。
さ
れ
ば
通
詮
は
海
上
保
険
の
制
度
は
、
是
等
保
険
符
券
に
於
け
る
作
成
日
附
以
前
に
於
て
存
在
し
 
 

た
る
を
想
像
せ
ざ
る
ペ
か
ら
す
と
な
す
。
然
れ
ど
も
ベ
ン
ザ
の
蔑
見
し
た
る
二
秤
の
保
険
誇
券
は
、
何
れ
も
伊
太
利
に
於
け
る
公
潜
 
 

入
役
場
に
於
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
、
未
だ
純
然
た
る
拭
審
填
補
む
糾
し
た
る
も
の
に
あ
ら
す
。
之
を
保
険
詐
券
と
見
る
 
 

よ
り
も
、
寧
ろ
欒
態
冒
険
貸
借
契
約
書
と
見
る
を
以
て
穏
常
と
す
べ
し
。
従
て
常
時
行
は
れ
た
る
海
上
接
審
墳
師
の
制
度
は
、
未
だ
 
 

胃
除
貸
借
の
戯
を
脱
せ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
之
を
保
険
と
比
る
は
早
計
で
あ
る
。
精
々
保
険
貸
借
（
＜
e
r
s
各
e
r
u
コ
鼠
a
ユ
e
h
コ
）
、
 
 
 

簡
二
怨
 
 
第
三
兢
 
 

（
こ
九
囲
）
 
 
四
〇
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若
く
は
準
保
険
（
P
u
a
s
T
ぎ
s
u
r
a
コ
C
e
）
と
で
も
名
付
ガ
縛
る
の
み
。
 
 
 

海
上
損
宰
唄
抑
の
契
約
書
が
冒
険
貸
借
詮
苔
の
形
式
よ
り
全
く
酔
脱
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
尚
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
 
 

て
今
日
ま
で
に
教
見
せ
ら
れ
た
る
苫
文
書
の
中
ピ
サ
に
於
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
千
三
百
八
十
和
年
六
月
十
山
日
附
の
も
の
に
於
て
、
 
 

漸
く
海
上
伽
除
誇
界
の
形
式
を
完
泰
に
典
へ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
渥
上
保
険
の
制
度
も
漸
く
そ
の
常
時
に
至
つ
て
、
冒
険
貸
借
ょ
り
生
 
 

れ
m
た
も
の
で
あ
ぇ
。
尤
も
板
碑
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
常
時
行
は
れ
た
る
梅
上
保
険
は
箪
に
渥
上
損
害
喋
如
の
契
約
に
過
ぎ
ざ
る
 
 

も
の
で
あ
つ
て
、
今
日
常
人
の
見
る
如
き
合
珊
的
保
険
料
を
以
て
経
常
せ
ら
れ
る
保
険
で
は
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
単
著
は
原
始
的
保
 
 

険
て
ふ
雷
以
て
骨
置
の
保
険
を
呼
び
現
代
的
炭
の
保
険
か
ら
荒
す
る
（
㌶
鍋
疲
欄
頑
轡
。
 
 
 

海
上
保
険
の
制
度
豪
中
世
伊
太
利
の
地
に
淵
源
し
、
伊
太
別
人
に
依
っ
て
歓
洲
諸
都
市
に
倖
播
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
こ
と
は
1
常
 
 

時
北
部
伊
太
利
の
ベ
ニ
ス
や
フ
P
－
レ
ン
ス
等
の
郡
市
が
、
商
菜
の
中
心
で
あ
つ
た
こ
と
に
概
し
て
も
想
像
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
十
二
 
 

三
世
紀
の
頃
に
於
て
は
、
南
政
の
商
業
は
普
通
ロ
ン
バ
ー
ド
人
と
耶
せ
ら
れ
る
北
部
伊
太
利
人
に
依
っ
て
営
ま
れ
て
居
っ
た
。
栢
し
 

て
彼
等
は
歓
洲
到
る
と
こ
ろ
に
柚
民
し
て
代
珊
店
を
宥
し
、
倫
敦
、
ル
ー
ア
ン
及
び
ブ
ル
ー
ジ
等
は
そ
の
主
な
る
租
民
地
で
あ
る
。
 
 

の
み
な
ら
す
彼
等
は
平
和
の
手
段
に
依
っ
て
、
或
は
陸
路
に
よ
り
、
或
は
海
路
に
よ
り
攻
及
、
ペ
ル
シ
ャ
、
印
度
、
さ
て
は
文
郵
に
ま
 
 

で
も
遠
征
し
て
、
そ
の
物
産
を
伊
太
利
、
酉
班
牙
、
俳
蘭
酉
、
英
富
利
、
ブ
ラ
ン
ダ
ー
ス
、
さ
て
・
は
パ
ル
チ
ッ
ク
ま
で
も
翻
し
、
鹿
 
 

西
交
通
の
商
藤
㌃
二
手
に
絞
っ
て
居
っ
た
。
こ
の
状
態
は
十
六
世
紀
の
初
め
ま
で
臓
摸
し
た
る
が
、
一
」
囲
九
二
年
に
は
壷
米
利
加
大
 
 

陸
の
蟄
見
あ
り
、
史
に
二
四
九
七
年
に
は
葡
萄
牙
人
は
希
望
峯
を
迂
回
し
て
、
印
度
、
文
郵
及
び
日
本
へ
の
航
路
を
畿
見
し
、
商
業
 
 

海
上
保
険
の
沿
革
及
装
弾
 
 

（
二
九
五
）
 
 
四
一
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



こ
 
 

梅
上
保
険
に
翻
す
る
故
苫
の
法
令
と
し
て
箪
者
闇
に
知
ら
れ
た
も
の
は
ん
四
三
五
年
バ
ー
 

瞼
の
歴
史
的
研
究
に
殆
ど
畢
生
の
心
血
を
傾
注
し
た
る
塾
者
R
e
a
什
N
は
、
二
三
ハ
七
年
乃
至
叫
三
八
三
年
に
於
け
る
葡
萄
牙
王
フ
エ
 
 

ル
ヂ
ナ
ン
ド
の
法
令
を
撃
げ
る
。
ま
た
海
上
保
険
を
共
同
海
損
に
淵
源
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
之
を
紀
元
前
教
育
年
皆
の
ロ
ー
ド
海
浜
 
 

（
「
e
x
R
h
。
d
i
a
d
e
j
a
c
t
u
）
に
求
む
べ
く
日
陰
貸
借
に
淵
渡
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
之
を
紀
元
後
垂
二
三
年
の
ジ
ュ
ス
テ
イ
一
石
ン
皇
帝
の
 
 

布
皆
（
C
。
d
e
x
L
u
s
t
i
⊃
i
a
ヱ
に
求
む
ペ
き
も
の
で
あ
る
け
れ
げ
も
、
今
日
の
通
診
で
は
な
い
。
碕
叉
、
十
世
紀
乃
至
十
四
世
紐
の
問
に
於
て
 
 

地
中
梅
ぬ
岸
に
行
は
れ
た
る
渥
法
に
脚
す
る
慣
例
を
編
聯
せ
る
コ
ン
ソ
ラ
ト
一
法
典
（
n
O
コ
S
O
－
旨
d
e
】
三
a
r
e
）
や
、
．
十
二
世
紀
乃
至
 
 

十
四
世
紀
頃
の
オ
レ
ロ
ン
法
（
「
e
s
L
u
駕
ヨ
e
コ
｛
s
◆
。
u
R
。
訂
s
d
．
〇
－
e
r
O
コ
）
一
、
並
に
十
二
三
世
紀
頃
の
北
海
の
慣
例
に
基
く
と
こ
ろ
の
ウ
 
 

ィ
ス
ビ
一
法
（
↓
h
e
r
a
w
s
。
巾
W
i
s
b
u
y
）
中
吟
は
∵
共
同
淑
損
に
就
て
は
柁
詳
細
な
る
規
定
を
存
す
る
け
れ
ど
も
、
具
腰
的
に
海
上
 
 

保
険
に
闘
す
る
も
の
な
し
。
1
是
等
温
市
債
督
法
の
内
容
に
就
て
は
∩
一
e
許
∫
U
s
戊
∩
。
u
t
u
∃
e
S
J
e
l
a
穿
こ
軍
L
u
s
t
厨
ロ
○
▲
 
 

ヨ
i
。
i
。
。
色
｛
h
。
S
。
≡
。
d
一
S
。
。
ト
a
w
s
」
り
N
舎
↓
w
訝
B
l
a
c
k
B
。
。
k
 

し
0
 
 バ

ー
セ
ロ
芸
蕃
に
次
で
ス
ペ
イ
ン
（
鎧
讐
騨
㌃
鞘
八
）
言
－
レ
ン
ス
（
㌔
ニ
三
）
ブ
ラ
ツ
セ
ル
盃
聖
鋳
い
ハ
㌫
六
）
 
 
 

筋
二
怨
 
′
 
欝
三
兢
 
 

の
蜜
舵
も
次
第
に
仰
太
利
よ
り
四
班
牙
や
葡
萄
牙
の
方
へ
移
る
に
至
っ
た
。
 
 

（
二
九
六
）
 
 
四
二
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ア
ン
ト
㌣
ス
裏
表
又
ぜ
の
雷
が
髪
。
讐
各
牒
令
豊
と
し
蒜
窟
除
鼠
す
る
富
的
躇
係
む
規
定
し
 
 

食
る
転
過
ぎ
な
い
。
そ
の
法
的
関
係
を
和
組
織
的
に
記
述
し
た
る
も
の
は
ギ
ド
ン
法
（
。
⊆
。
。
。
。
e
－
a
弄
）
を
以
て
晴
夫
と
す
る
。
 
 

ギ
ド
ン
法
は
何
時
H
来
た
か
明
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
土
ハ
せ
紀
な
る
ペ
ぐ
、
ル
ー
ア
ン
市
の
二
人
の
豪
商
に
て
伐
つ
起
草
 
 

甘
ら
れ
ヾ
そ
の
地
の
領
事
紗
判
鱒
た
め
に
用
ゐ
ら
打
た
も
の
∵
～
様
で
あ
る
。
綻
て
常
時
、
之
は
法
と
し
て
公
布
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
 
 

な
か
っ
た
が
、
∵
六
〇
七
年
及
び
γ
六
相
克
年
の
開
庶
ル
ー
ア
ン
於
て
公
刊
せ
ら
れ
、
〓
ハ
四
七
年
以
後
は
ボ
ル
ド
ー
及
び
ル
ー
ア
 
 

ン
桐
汚
そ
の
他
で
公
闘
宿
ら
れ
豊
洲
記
ク
レ
ー
ラ
グ
ク
げ
著
書
中
に
掲
載
せ
ら
れ
他
の
政
洲
諮
郡
苗
に
も
汎
で
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
 
 
 

次
竿
二
大
八
「
年
に
は
、
ル
イ
セ
囲
せ
の
溢
強
勅
令
（
O
r
d
O
コ
a
コ
C
e
d
e
】
a
三
a
r
i
コ
e
㌫
望
）
の
畿
布
薮
見
た
。
こ
の
勅
令
は
宰
相
コ
 
 

ル
ベ
ー
ル
主
串
の
や
に
、
俳
問
共
他
諸
国
の
暫
法
令
並
に
慣
習
法
を
参
酌
し
、
常
時
の
法
曹
家
及
蜜
務
家
の
意
見
を
徹
し
て
海
上
保
 
 

険
の
み
な
ち
す
隣
ぐ
海
公
淡
及
び
海
私
法
の
全
般
に
通
じ
、
組
織
的
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
海
上
保
険
に
囲
し
て
 
 

は
前
記
ク
レ
ー
ラ
ッ
ク
の
著
書
匿
療
観
う
ギ
ド
ン
法
に
負
ふ
と
こ
ろ
甚
だ
多
き
も
の
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
′
・
・
！
く
a
l
ぎ
ぎ
u
く
e
a
u
 
n
O
ヨ
 
 

ヨ
e
コ
t
a
i
r
e
s
u
二
d
r
旨
註
コ
C
e
 
d
e
」
凱
3
a
r
ぎ
e
′
d
u
ヨ
〇
仰
s
d
が
u
〓
琵
T
は
こ
の
勅
令
を
註
録
し
、
ポ
チ
エ
′
P
O
t
h
啓
．
↓
r
a
i
t
e
d
u
 
 
 

〔
○
コ
t
r
a
叶
d
訂
s
u
－
一
a
昇
e
ノ
P
a
r
 
E
s
t
r
a
コ
皿
i
訂
ン
蒜
】
q
」
及
び
エ
メ
リ
ゴ
ン
 
ー
 
E
m
e
r
i
笥
コ
二
「
r
a
譜
d
e
s
訝
s
u
r
a
コ
C
e
 
e
什
d
e
s
〔
O
n
t
r
a
t
S
a
 
 

l
a
g
r
訂
訝
】
滅
鱒
ト
ー
は
そ
の
海
上
保
険
の
部
を
詳
論
し
て
ゐ
る
。
そ
の
後
仰
問
に
於
て
は
二
八
〇
し
し
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
血
ハ
の
編
纂
 
 

を
見
た
け
れ
ど
も
そ
の
晦
商
法
垢
の
如
き
は
全
く
ル
イ
の
勅
令
を
躇
襲
し
た
る
の
み
な
ら
す
峡
洲
諸
団
の
渥
商
法
中
俳
法
系
に
屈
す
 
 

る
も
の
は
素
よ
り
、
英
淡
及
び
弼
法
系
の
も
の
と
細
も
？
こ
の
勅
令
に
負
ふ
と
こ
ろ
甚
だ
多
し
。
 
 

海
士
保
険
の
沿
革
及
文
献
 
 

（
土
九
七
）
 
 
凹
三
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弟
二
聡
 
 
弟
三
携
 
 

（
二
九
人
）
 
 
四
四
 
 
 

併
固
に
於
て
海
上
保
険
の
み
を
論
じ
た
る
著
書
は
多
く
な
い
け
れ
ど
も
、
梅
肉
法
巾
に
於
て
之
む
詳
論
し
た
る
も
の
に
至
つ
て
は
 
 

甚
だ
多
い
。
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
は
先
の
如
し
。
 
 

ロ
e
s
甘
r
d
ぎ
s
．
↓
r
a
i
t
e
詠
ロ
r
O
…
t
 
C
O
ヨ
ヨ
e
r
C
致
‡
a
r
≡
ヨ
e
∵
透
当
1
0
0
p
 
 

＜
監
r
O
笥
r
－
ロ
r
O
i
t
3
a
r
≡
ヨ
e
こ
缶
切
「
醗
．
 
 

ロ
a
コ
首
コ
、
↓
†
a
i
t
e
 
d
e
 
D
r
O
－
t
三
賢
≡
ヨ
e
∵
芯
岩
丁
】
の
．
 
 

垂
p
e
r
t
、
ロ
r
O
i
t
苫
a
r
≡
ヨ
e
」
冶
N
J
N
u
●
 
 

白
図
に
は
左
の
名
著
が
あ
る
。
 
 

L
a
c
O
b
s
，
ロ
r
O
i
t
三
a
r
i
t
i
ヨ
e
B
e
－
笥
」
∞
∽
u
－
望
●
 
 

S
ヨ
e
e
S
訂
r
s
．
ロ
r
O
i
t
3
a
r
i
t
…
ヨ
e
 
e
叶
ロ
r
O
蒜
F
l
亡
く
訂
1
．
1
讐
l
－
ふ
N
 
 

梅
法
に
関
す
る
判
決
、
論
文
、
其
他
重
安
な
る
事
項
七
掲
載
し
た
る
程
期
刊
行
物
と
し
て
は
、
先
の
も
の
が
故
も
有
名
で
あ
る
。
 
 

コ
u
t
a
u
r
a
コ
．
R
e
く
u
e
ぎ
t
e
r
コ
監
i
O
コ
a
－
m
u
ロ
r
O
i
t
苫
a
r
≡
ヨ
e
．
】
缶
切
－
】
∞
拐
e
t
－
0
0
拐
ト
】
宍
寧
 
 

D
O
r
、
R
e
く
u
e
d
e
ロ
r
O
蒜
≧
a
r
迂
ヨ
e
 
n
O
ヨ
P
a
r
e
、
】
り
N
l
■
－
】
冶
可
．
 
 

三
 

㌣
ム
バ
ト
ド
人
が
南
欣
に
放
て
活
躍
し
っ
1
あ
る
際
、
北
欧
に
於
て
は
リ
ウ
ベ
ツ
ク
及
び
ハ
ム
ブ
ル
ク
の
鮪
人
が
勢
力
を
絶
て
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つ
た
。
而
し
て
彼
等
は
丁
扶
及
び
瑞
此
ハ
、
其
他
パ
ル
チ
ッ
ク
渥
を
抱
擁
す
る
諮
問
の
海
族
の
危
険
に
僻
ふ
る
篤
め
、
一
二
掴
」
年
同
 
 

盟
を
結
び
」
そ
の
後
聞
も
な
く
、
他
の
猫
逸
及
び
泉
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け
る
八
十
の
多
き
諸
郡
市
を
之
に
加
盟
せ
し
め
、
所
謂
ハ
ン
 
 

ザ
同
盟
を
作
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
彼
等
は
ブ
ル
ー
ジ
に
於
て
ロ
ム
バ
ー
ド
人
と
接
偶
し
、
倫
敦
に
於
て
も
相
知
る
に
至
っ
た
楼
で
 
 

あ
る
0
 
 

一
部
の
聾
者
、
殊
に
「
ロ
イ
ド
の
鮭
史
」
の
著
者
マ
ル
チ
ン
は
、
海
上
促
除
を
胃
除
貸
借
に
淵
渡
せ
し
め
、
冒
険
貸
借
に
関
す
る
規
 
 

定
が
地
中
海
の
オ
レ
ロ
ン
法
や
コ
ン
ゾ
ラ
ト
一
法
胤
ハ
に
な
く
、
北
海
の
ウ
イ
ス
ピ
ー
法
に
あ
る
を
珊
由
と
し
て
、
線
上
保
険
の
出
生
 
 

地
を
地
中
梅
酒
岸
な
り
と
せ
す
、
却
て
パ
ル
チ
ッ
ク
沿
岸
な
り
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
（
3
a
r
t
ぎ
〓
註
O
r
y
。
f
u
。
y
d
〆
p
・
e
今
日
 
 

の
通
説
で
な
く
、
却
て
今
自
盤
上
保
険
設
券
の
意
味
を
衷
は
す
英
語
の
P
。
l
茸
、
彿
語
の
P
0
1
i
c
e
、
猫
語
の
P
O
l
訂
e
、
酉
譜
の
P
。
美
江
 
 

て
ふ
語
が
、
伊
語
の
P
。
ニ
N
a
に
山
水
す
る
を
思
は
ゞ
、
そ
の
主
張
の
探
る
に
足
ら
ざ
る
番
を
知
り
得
る
、
さ
れ
ば
海
上
保
険
の
制
度
 
 

は
パ
ル
チ
ッ
ク
海
よ
り
地
中
海
に
鰭
播
し
た
る
も
の
と
せ
ず
、
ブ
ル
ー
ジ
又
は
倫
敦
に
於
て
、
ハ
ン
ザ
病
人
と
。
ン
バ
ー
ド
人
と
が
 
 

楼
閣
す
．
る
中
、
後
者
よ
り
之
を
数
は
り
、
か
く
て
バ
ル
チ
ッ
ク
渥
沿
岸
に
普
及
す
る
に
至
り
た
る
も
の
と
僻
す
る
を
以
て
、
穏
常
と
 
 

す
る
。
 
 

田
 
 

地
中
渥
沿
岸
に
於
て
は
、
十
せ
紀
乃
至
十
相
性
紀
の
血
に
放
て
、
コ
ン
ゾ
ラ
ト
一
法
典
並
に
オ
レ
亘
ン
法
を
有
し
た
る
と
同
様
に
 
 

鞍
上
保
険
り
噂
畢
及
文
献
 
 

（
二
光
九
）
 
 
四
五
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第
二
巷
 
軍
事
城
 
 

三
ロ
○
）
 
四
六
 
 

パ
ル
チ
ッ
ク
沿
岸
に
於
て
は
、
三
三
耽
紀
の
警
イ
ス
ピ
ー
誓
有
し
た
。
ウ
イ
ス
ビ
！
市
は
ゴ
ー
ラ
ン
ド
島
に
撃
／
る
を
以
て
 
 

ゴ
ト
云
／
ン
ド
水
上
法
と
も
云
ふ
。
差
嘉
九
右
に
警
は
、
ハ
ン
蒜
郡
市
の
代
表
者
リ
ユ
ウ
ペ
ッ
ク
喧
脅
合
し
て
ハ
ン
ザ
法
 
 

令
（
エ
当
S
2
a
斉
h
2
0
r
計
㌢
コ
N
）
姦
布
す
る
雷
。
叫
六
叫
嬰
に
は
、
更
に
之
に
修
華
軍
師
む
加
へ
て
ゐ
る
。
然
し
是
等
の
法
 
 

典
は
仰
単
に
共
同
溢
損
並
に
冒
険
貸
借
を
規
定
し
た
る
に
止
ま
り
、
海
上
保
険
に
闘
し
て
は
具
膿
的
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
′
∫
戸
 
 

是
等
の
法
血
ハ
の
内
容
に
警
は
す
笥
b
2
声
ぎ
畳
コ
写
u
b
e
r
d
か
S
H
a
喜
r
昔
h
e
S
c
ト
i
f
f
－
I
u
コ
d
S
2
e
＝
R
e
c
h
：
書
．
を
参
 
 

照
せ
ら
れ
牢
し
？
～
然
れ
ど
も
こ
れ
よ
サ
発
き
、
嘉
至
年
ハ
ン
ザ
の
植
民
地
た
る
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
於
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
こ
訟
 
 

ゎ
布
潜
t
た
る
も
の
に
は
明
か
に
保
険
に
翻
し
て
規
志
す
る
と
こ
ろ
あ
つ
て
、
驚
く
ほ
こ
の
法
令
が
パ
ル
チ
ッ
ク
沿
岸
に
警
も
 
 

朽
／
は
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。
（
O
u
2
－
・
亭
仙
コ
e
訂
u
r
a
コ
n
e
●
P
．
ム
N
．
）
 
 

十
七
八
世
紀
に
入
つ
て
は
、
弼
逸
ハ
ン
ザ
諸
都
市
た
於
て
数
多
の
溢
法
に
柑
す
ろ
布
告
を
見
雪
が
、
そ
の
中
泥
土
保
険
に
躇
し
 
 

孟
基
苦
る
も
の
竺
七
…
年
の
淡
違
令
（
H
豊
u
－
昔
日
e
ぎ
k
u
r
2
コ
2
＝
u
コ
d
H
a
＜
e
r
2
夏
コ
u
コ
冨
昌
岩
喜
べ
 
 

く
、
慧
背
固
に
於
て
は
、
∵
七
大
六
年
梅
上
保
険
澄
共
同
海
技
に
紺
す
る
法
令
あ
り
。
∴
七
九
四
年
に
は
潜
函
音
速
 
（
L
a
コ
瓜
 
 

r
e
C
h
什
く
。
コ
右
岸
）
の
護
布
あ
つ
て
、
途
に
現
行
海
商
法
の
基
礎
を
な
す
に
至
つ
・
食
。
剛
八
六
二
年
の
猶
逸
哲
商
法
 
（
空
笥
∃
e
ヨ
e
S
 
 

晋
｛
s
c
書
評
n
賢
管
2
t
N
貫
h
）
は
之
を
締
と
し
、
後
述
す
る
朔
の
」
八
草
二
年
通
還
芋
泥
土
保
険
定
則
草
案
を
経
と
し
て
編
纂
せ
 
 

渇
れ
潅
る
や
の
陀
と
せ
、
′
天
七
〇
年
以
来
猫
麺
聯
邦
全
館
に
公
布
せ
ら
れ
挺
。
盛
竺
九
〇
〇
年
に
は
、
偽
淡
の
改
i
E
を
見
た
る
 
 

澤
海
商
前
に
於
て
は
殆
ど
修
馨
ら
れ
る
と
主
な
く
、
漸
く
∴
九
〇
八
年
に
於
ノ
て
、
そ
の
海
上
保
険
の
部
紅
多
少
の
惨
苦
見
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猫
逸
転
於
て
畔
上
保
険
を
、
．
法
律
及
び
耗
臍
の
弼
方
南
よ
り
論
じ
た
る
著
書
政
友
の
如
し
。
 

⊇
左
e
s
e
コ
．
D
訂
S
e
e
く
e
r
S
首
h
e
r
亡
コ
苧
】
0
0
8
●
 
 

L
訂
b
i
撃
ロ
…
e
S
e
e
＜
e
r
S
首
h
e
r
u
コ
∽
－
望
P
 
 
 

法
律
的
方
面
毅
詳
論
し
た
る
も
の
と
し
て
は
、
擬
商
法
ぬ
蘭
す
る
著
書
に
伐
た
ね
ば
な
ら
ん
。
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
左
の
如
し
 
 
 

W
a
篭
Ⅷ
7
勺
a
p
p
2
コ
h
e
ぎ
、
H
a
コ
d
b
宍
h
 
d
e
s
S
e
e
－
e
C
h
什
s
こ
0
0
璧
T
⊥
望
示
 
 

W
O
y
e
コ
S
t
r
e
W
i
s
一
D
a
s
ロ
e
u
巾
s
n
h
e
S
e
e
r
e
c
h
t
・
】
∞
増
－
】
8
】
・
 

S
n
h
a
p
s
－
D
a
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
S
e
e
r
e
c
h
t
こ
治
】
・
 
 

海
上
保
険
に
胸
す
る
判
決
例
を
掲
載
し
た
る
定
期
刊
行
物
と
し
て
は
、
H
a
コ
S
e
a
t
訂
n
h
e
G
e
r
i
n
h
t
s
N
e
i
t
u
コ
仏
を
以
て
白
眉
と
す
べ
く
 
 

ま
た
市
名
な
る
革
者
の
論
文
は
、
多
く
G
〇
一
d
s
n
ユ
ヨ
岳
．
N
e
訝
c
h
r
山
f
〓
ぎ
二
登
S
a
ヨ
t
e
コ
エ
a
コ
d
e
i
s
＝
r
e
C
h
t
u
コ
d
K
O
コ
k
u
r
s
r
e
c
h
t
中
に
掲
 
 

載
せ
ら
れ
る
。
 
 

五
 
 

上
述
の
如
く
昭
逸
に
於
て
は
十
八
世
紀
よ
り
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
屡
々
海
上
保
険
に
踊
す
る
法
血
ハ
の
輩
布
修
正
増
補
薮
見
た
る
 
 

が
、
∴
ム
ブ
ル
グ
 

た
。
 
 
 

慢
上
保
険
の
浩
夏
草
及
献
 
 

（
三
〇
一
）
 
 
四
七
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第
こ
森
 
井
三
紙
 

（
三
〇
二
）
 
四
入
 
 

や
と
な
し
、
別
に
彼
等
の
m
に
渥
上
保
険
取
扱
規
則
な
る
も
の
を
設
け
て
ゐ
る
。
即
ち
六
〇
〇
年
に
は
、
前
記
壱
≡
年
漢
盤
 
 

淡
今
に
準
接
し
て
、
「
八
〇
〇
年
革
案
（
ロ
e
r
P
l
a
コ
く
。
コ
ー
∞
8
）
と
糾
せ
ら
れ
て
ゐ
る
L
一
般
定
則
を
作
り
、
∵
ハ
四
七
年
及
び
六
 
 

五
二
年
之
に
修
正
を
加
へ
、
∵
八
六
七
年
に
は
海
上
保
険
二
股
定
則
．
（
空
想
ヨ
e
i
コ
2
S
2
e
く
e
－
S
昏
e
－
u
コ
管
e
d
i
コ
篭
笥
＜
○
コ
忘
S
）
 
 

な
る
も
の
を
制
定
し
て
ゐ
る
。
こ
の
定
則
は
天
六
二
年
制
定
の
昭
逸
曹
商
法
海
上
保
険
の
部
を
も
、
掛
酌
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
 
 

ぁ
っ
・
て
、
弼
逸
各
地
忙
於
け
る
海
上
保
険
取
扱
規
則
の
流
言
封
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
こ
の
定
則
制
定
後
、
ブ
レ
ー
 
 

メ
ン
に
於
け
る
お
上
牧
除
倉
肛
は
、
別
に
叫
八
七
五
年
ブ
レ
ー
メ
ン
極
上
保
険
定
則
ハ
く
e
r
s
ぎ
2
1
u
コ
嘗
e
d
言
u
コ
笥
d
e
r
B
r
e
ヨ
宣
e
コ
 
 

S
e
e
＜
e
r
S
i
c
h
㌢
コ
選
e
S
e
ニ
s
n
卜
a
¶
t
e
コ
）
を
制
定
し
た
る
を
以
て
、
そ
の
日
的
を
達
し
な
か
っ
た
。
 
 
 

そ
の
後
、
山
九
〇
八
牛
に
は
商
法
海
上
保
険
の
部
に
於
て
修
正
あ
り
、
海
運
業
の
欒
遷
に
も
應
じ
、
叉
ハ
ム
ブ
ル
グ
と
ブ
レ
ー
メ
 
 

ン
に
於
る
淑
上
保
険
取
扱
規
則
の
放
言
も
計
ら
ん
が
た
め
に
、
㌻
九
∵
○
年
、
漠
塔
商
業
合
議
桝
に
多
く
の
保
険
業
者
保
険
仲
立
 
 

人
、
船
舶
朋
有
者
、
運
送
取
扱
業
者
、
そ
の
他
の
闘
係
業
者
を
集
め
て
、
十
五
回
の
多
き
倉
議
を
開
い
て
協
議
し
、
弼
逸
海
上
保
険
仙
 
 

般
定
則
革
案
（
E
コ
ど
u
－
f
a
l
官
m
2
m
e
r
J
2
亡
t
S
C
ト
e
r
S
e
2
壱
S
昏
e
r
亡
コ
嘗
e
d
ぎ
コ
笥
V
O
ヨ
2
三
〇
）
な
る
も
の
を
作
り
、
更
に
二
九
∴
柑
雇
 
 

ブ
レ
ー
メ
ン
商
業
合
議
所
、
及
び
閥
際
運
迭
保
険
発
着
同
盟
代
表
者
の
意
見
を
概
し
て
、
之
を
修
正
し
、
途
に
売
電
年
猫
逸
海
 
 

上
保
険
議
定
則
（
⊇
官
ヨ
e
≡
e
ロ
e
u
t
s
c
h
e
訂
く
e
r
S
i
e
h
e
r
u
コ
甥
‖
B
e
d
首
u
コ
已
を
泉
城
し
た
。
然
る
に
之
が
葦
施
に
発
ち
て
欺
洲
大
 

哉
の
勃
蟄
を
鬼
、
そ
の
賊
軍
中
に
於
で
葡
修
正
す
べ
き
多
く
の
個
桝
を
護
見
し
た
れ
ば
、
克
叫
八
年
の
脅
誠
に
於
て
、
完
這
 
 

年
光
則
を
修
正
し
、
叫
九
大
年
定
則
を
以
て
之
に
代
え
、
．
こ
の
新
定
則
竺
九
二
〇
年
叫
月
山
日
か
ら
葦
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
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て
礪
逸
に
於
け
る
海
上
保
険
の
蜜
務
を
知
る
に
は
、
惑
等
の
定
則
を
研
究
す
る
こ
と
が
故
も
肝
要
で
あ
る
。
 
 

右
記
猫
逸
に
於
け
る
各
棟
の
握
上
保
険
取
扱
規
則
の
内
容
を
知
る
佗
は
、
左
記
著
苔
を
見
る
べ
く
、
 
 
 

B
r
u
c
k
・
ヨ
a
賢
a
ニ
e
コ
N
u
d
e
コ
空
笥
ヨ
2
ぎ
e
コ
ロ
2
u
t
S
C
h
2
コ
S
2
2
く
e
－
S
昏
2
－
u
コ
也
S
＝
B
e
d
言
竃
慧
コ
こ
室
戸
 
 

山
八
六
七
年
海
上
保
険
二
版
定
則
を
商
法
と
封
照
し
て
註
鐸
し
た
る
著
書
と
し
て
は
、
左
の
も
の
あ
り
。
 
 
 

そ
。
i
g
T
S
e
e
b
。
h
ヨ
■
D
a
朋
d
e
u
t
M
C
h
e
S
e
e
く
e
r
S
i
c
h
e
r
コ
u
氾
S
＝
R
e
c
h
t
こ
鍔
㍗
 
 
 

山
九
叫
八
年
弼
逸
海
上
保
険
叫
般
定
則
を
証
繹
し
た
る
も
の
と
し
て
は
、
左
の
も
の
あ
り
。
 
 

R
迂
e
r
T
D
a
s
R
e
c
h
什
d
e
r
S
2
2
く
e
訪
i
c
h
e
u
コ
㌘
】
将
N
I
N
ム
●
 
 

六
 
 

ハ
ン
ザ
商
人
及
び
。
ム
バ
ー
ド
人
が
、
何
時
頃
英
国
に
精
良
し
た
の
で
あ
る
か
は
充
分
明
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
前
者
は
十
仰
せ
 
 

紀
の
中
琴
後
者
は
十
三
せ
紀
よ
り
植
民
し
始
め
た
賜
の
ゝ
様
で
あ
る
。
而
し
て
ハ
ン
ザ
病
人
は
ス
チ
ー
ル
ヤ
ー
ド
に
居
を
構
え
て
 
 

貿
易
に
従
事
し
、
英
飼
海
外
貿
易
の
基
礎
を
作
り
、
ロ
ム
バ
ー
ド
人
は
ロ
ム
バ
ー
ド
稗
に
あ
つ
て
、
自
耳
鼓
、
俳
蘭
巧
其
の
他
諸
 
 

国
と
の
貿
易
に
従
事
し
、
金
融
業
及
び
保
険
業
を
輸
入
し
た
も
の
ゝ
様
で
あ
る
。
而
し
て
何
時
頃
保
障
制
度
を
倫
敦
に
輸
入
し
た
か
 
 

は
明
か
で
は
な
い
が
、
遅
く
も
十
六
世
紀
な
る
べ
く
、
今
日
べ
…
に
存
す
る
古
文
書
は
眈
竺
畢
二
年
に
於
て
、
英
曽
刺
及
び
 
 

常
時
伊
太
利
領
な
り
し
ク
リ
ー
ト
島
闘
の
、
海
上
危
険
略
保
の
契
約
を
記
録
し
て
ゐ
る
。
ま
た
今
日
努
で
に
倫
故
に
於
て
叢
見
せ
ら
 
 

海
上
保
線
¢
沿
革
及
文
献
 
 

（
三
〇
三
）
 
 
四
九
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（
三
〇
四
）
 
蔑
○
 
 

第
二
巻
 
第
三
、
覗
 
 

れ
た
る
故
請
の
海
上
保
険
詮
券
は
、
一
五
四
七
牛
丸
月
二
十
日
附
▼
で
あ
つ
∵
て
、
ノ
そ
の
二
軍
又
句
は
伊
太
利
語
に
て
認
め
ら
れ
、
署
名
 
 

共
他
記
入
事
項
は
英
語
．
で
あ
る
。
 
 

ロ
ム
バ
ー
ド
人
及
び
ハ
ン
ザ
商
人
僧
、
十
七
世
紀
の
初
め
ま
で
、
海
外
貿
易
並
甚
溢
道
義
、
及
び
保
牌
業
の
贋
禦
警
手
に
擾
つ
 
 

セ
居
っ
た
が
、
蓬
に
其
団
人
の
嫉
妬
藍
月
ふ
肥
撃
て
 
叫
九
九
七
年
エ
リ
ザ
べ
ス
女
王
の
法
令
に
依
り
、
彼
等
の
特
枕
を
奪
ば
れ
固
 
 

外
に
追
放
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
か
く
て
保
険
業
ほ
以
後
英
国
人
に
依
っ
て
潜
ま
れ
る
こ
と
ゝ
な
り
、
眈
に
十
七
世
紀
末
よ
り
は
。
 
 

イ
ド
保
険
者
（
「
豆
d
－
s
彗
d
e
舅
i
t
e
r
s
）
な
る
名
粥
が
、
海
上
保
険
界
に
次
第
に
蚤
き
を
な
す
に
至
つ
た
£
ロ
イ
ド
は
初
め
テ
ム
ズ
河
 
 

畔
の
仙
蜘
排
店
で
あ
つ
た
が
、
或
は
渥
事
に
糾
す
る
新
聞
、
1
こ
の
新
聞
は
〓
ハ
九
六
年
八
月
以
来
叫
週
三
回
畿
行
せ
ら
れ
敢
初
 
 

ト
＼
 
之
訝
戸
首
d
】
s
2
e
w
s
と
呼
び
し
が
、
故
あ
つ
て
鹿
刊
と
な
り
、
叫
七
二
六
年
後
活
せ
ら
れ
て
「
首
d
．
s
「
落
と
改
糾
せ
ら
れ
、
今
日
に
 
 

至
る
ヂ
ー
ー
を
蛮
行
⊥
、
歳
は
船
名
錐
（
「
豆
d
H
s
労
音
t
e
r
）
を
編
纂
し
て
、
保
険
料
測
定
の
基
礎
材
料
を
提
供
し
た
。
ロ
イ
ド
保
険
 
 

者
は
之
に
伐
つ
・
て
、
・
比
較
的
鱒
合
錐
的
な
る
保
険
料
を
見
出
し
得
る
に
至
り
、
保
険
事
業
ほ
漸
く
碓
蜜
な
る
基
礎
の
上
に
立
つ
て
経
 
 

営
せ
ら
れ
る
の
気
運
に
向
つ
た
。
 
 

惟
ふ
に
十
閤
五
世
紀
の
頃
、
毎
大
利
に
畿
芽
し
て
地
中
海
や
北
海
の
沿
岸
に
栄
え
た
保
険
を
始
め
、
十
八
世
紀
以
前
に
存
七
た
保
 
 

険
に
於
て
蜂
ハ
そ
の
保
険
料
は
保
険
潜
と
被
保
険
者
と
の
交
渉
に
依
り
、
任
意
に
定
め
ら
れ
た
将
今
日
恍
除
の
総
督
上
位
も
藍
妥
な
り
 
 

と
せ
ら
郎
各
保
険
料
の
決
定
が
†
ノ
か
く
の
如
く
令
蛸
的
な
る
計
算
の
基
礎
な
く
し
て
行
は
れ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
常
時
の
保
険
は
必
 
 

保
険
と
粥
し
、
、
現
代
的
保
険
か
ら
踵
則
す
 
 
 

然
的
紅
射
伴
的
、
▲
胃
除
的
性
質
を
和
し
た
。
㌧
塾
者
は
こ
の
形
態
は
於
ほ
各
保
険
を
原
始
的
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る
。
魂
代
的
保
険
に
於
て
は
、
合
班
的
計
算
の
基
礎
を
有
し
、
保
険
料
は
こ
の
合
理
的
基
礎
即
ち
公
算
に
基
い
て
算
定
せ
ら
れ
る
。
 
 

縦
ひ
保
険
者
及
び
被
保
険
者
問
の
懸
引
が
加
は
る
こ
と
か
る
も
、
こ
の
合
躁
的
基
礎
を
無
潤
す
る
こ
と
を
待
な
い
も
の
で
む
る
。
保
 
 

険
が
か
く
の
如
き
発
展
階
段
灯
達
す
る
に
至
っ
て
、
保
険
事
業
に
は
故
早
企
業
危
険
以
外
に
、
特
別
の
射
伴
的
冒
険
的
性
質
を
有
し
 
 

な
い
。
か
く
の
如
き
形
態
に
於
る
保
険
こ
そ
、
屈
の
保
険
で
あ
る
。
而
し
て
海
上
保
険
が
中
世
時
代
の
原
始
的
状
態
よ
り
脱
却
し
て
 
 

現
代
的
虞
の
保
険
に
進
化
す
る
に
至
つ
た
そ
の
時
朔
は
、
十
八
世
紀
の
初
期
寸
甘
イ
ド
に
於
て
擬
革
報
偽
の
蒐
集
、
教
理
、
並
に
船
 
 

名
錬
章
行
の
事
業
が
、
和
完
全
に
行
は
れ
る
に
至
っ
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
仙
七
二
〇
年
、
倫
敦
に
於
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
伶
 
 

敦
保
険
昏
址
、
及
び
ロ
ー
ヤ
ル
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
保
険
合
祀
の
出
現
を
以
て
、
そ
の
具
鰭
的
表
象
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
凋
蓋
し
こ
 
 

の
．
輌
倉
配
は
設
立
後
暫
時
は
、
事
業
成
績
不
振
な
り
し
が
、
荷
よ
く
ロ
イ
ド
保
険
者
等
の
有
力
な
る
競
軍
に
耐
え
て
、
今
日
に
至
る
 
 

ま
で
春
摸
せ
る
を
見
て
も
、
常
時
既
に
海
上
保
険
事
業
は
冒
険
事
業
た
る
の
域
を
離
脱
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
が
、
推
知
せ
ら
れ
る
 
 

（
小
袖
開
場
欄
媚
桐
）
 
 
 

ロ
イ
ド
の
滑
草
並
に
現
状
、
及
び
ロ
イ
ド
紡
名
錐
に
就
て
は
左
記
の
著
書
あ
り
。
 
 

ヨ
a
－
t
ぎ
H
藍
O
r
y
 
O
竹
「
l
O
y
d
－
s
賢
d
き
a
r
i
コ
e
 
t
コ
S
弓
a
コ
C
e
こ
∞
声
 
 

G
r
e
y
、
U
O
y
d
正
Y
e
s
叩
e
r
d
a
y
a
コ
d
 
T
O
d
a
y
】
冶
N
●
 
 

諏
コ
コ
a
－
s
 
O
慨
u
O
y
じ
．
S
 
R
e
曾
s
t
e
r
～
－
∞
望
・
 
 

握
上
保
険
の
沿
革
及
文
献
 
 

（
三
〇
義
）
 
 
五
】
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



七
 
 

彿
蘭
画
及
び
猫
逸
、
共
他
の
欣
洲
大
陸
諸
因
は
、
或
は
俳
淡
系
に
、
或
は
猫
法
系
に
属
す
る
相
違
こ
そ
あ
れ
、
比
較
的
早
く
よ
り
 
 

皆
海
上
保
険
に
闘
す
る
成
文
法
を
希
す
る
け
れ
ど
も
、
弼
り
英
閣
に
あ
つ
て
は
近
年
に
至
る
ま
で
、
之
を
有
し
な
か
つ
た
。
尤
も
一
 
 

六
〇
皿
年
、
エ
リ
ザ
べ
ス
女
王
の
海
上
保
険
に
闘
す
る
規
定
あ
れ
ど
も
、
罫
に
裁
判
管
轄
に
摘
す
る
公
法
規
定
た
る
に
止
ま
る
。
従
 
 

っ
て
渥
上
保
険
に
囲
す
る
裁
判
事
件
は
、
十
八
世
紀
の
中
葉
に
至
る
ま
で
は
、
外
国
の
法
令
又
は
著
書
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
即
 
 

ち
前
述
の
ギ
ド
ン
法
を
初
め
と
し
て
、
ル
イ
十
囲
世
の
海
事
勅
令
之
に
次
ぎ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
（
二
五
六
三
年
）
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
 
 

（
叫
五
九
八
年
及
∵
六
七
三
年
）
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
二
公
二
五
年
）
等
の
布
告
が
参
酌
せ
ら
れ
た
。
著
書
に
あ
つ
て
は
前
記
ク
レ
ー
タ
 
 
 

ツ
ク
（
∩
－
e
i
r
a
（
～
U
s
 
e
叶
n
O
u
t
u
…
2
S
 
d
e
 
l
a
王
e
r
●
】
象
－
）
 
ロ
カ
ス
（
刀
O
C
n
u
仇
b
㍑
N
a
く
i
b
u
s
 
e
叶
フ
訂
u
l
O
こ
毀
ロ
）
、
カ
サ
レ
ヂ
ス
 
（
n
a
s
a
r
e
 
 
 

一
瞥
s
－
ロ
i
s
c
u
r
s
u
s
 
r
e
笥
－
e
s
d
e
C
O
ヨ
m
佃
「
C
i
O
∵
；
6
）
ク
ル
ガ
（
T
a
r
笥
－
P
O
コ
d
e
r
a
N
已
コ
ー
S
O
P
r
a
 
l
a
〔
○
コ
［
r
a
t
t
a
N
】
○
コ
e
三
a
r
i
け
叫
m
a
こ
＄
N
）
 
 

及
び
バ
ラ
ン
（
＜
a
l
菖
言
メ
リ
ゴ
ン
（
E
ヨ
e
－
i
笥
コ
）
ポ
チ
票
P
O
苧
2
r
）
等
の
も
の
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
以
後
に
於
て
は
、
慣
習
法
に
綻
ひ
、
判
決
例
に
薫
き
を
置
い
て
ゐ
る
。
殊
に
…
七
草
ハ
牛
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
（
「
。
r
d
 
 

三
a
コ
S
f
訂
－
d
）
判
官
職
に
就
く
や
、
清
々
海
上
保
険
に
囲
す
る
新
規
に
し
て
名
判
例
を
開
き
、
…
七
八
八
年
迄
の
在
職
中
、
六
十
徐
件
 
 

を
教
判
し
英
樹
に
放
る
渥
上
保
険
法
の
基
礎
を
打
ち
た
て
た
。
著
作
に
於
て
も
友
紀
の
名
書
出
で
√
殊
に
ア
ー
ノ
ル
ド
渥
上
保
険
法
 
 

諭
は
綺
今
日
の
樵
威
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
 
懸
 
 
第
三
兢
 
 

（
三
〇
六
）
 
 
五
こ
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P
彗
k
｝
「
a
W
O
f
ヨ
a
r
ぎ
e
l
コ
S
u
r
当
n
e
こ
s
t
e
d
・
】
り
牒
こ
叶
h
 
e
d
・
】
0
0
】
」
L
a
s
t
（
0
0
芳
）
2
m
・
b
y
〓
y
】
d
y
a
r
d
】
0
0
声
 
 

三
a
r
s
h
a
芸
「
a
w
O
〓
コ
S
弓
a
コ
n
e
こ
s
t
e
n
・
】
g
N
〕
u
r
d
・
e
d
・
】
0
0
N
い
，
「
a
S
t
（
舎
h
）
e
m
●
b
y
S
h
e
e
－
0
0
芦
 
 
 

守
計
u
－
耳
苫
a
r
諸
－
コ
～
u
r
a
宍
2
∴
s
t
e
d
・
－
∞
声
u
－
d
2
m
・
】
沃
の
ふ
芋
e
n
・
b
y
ヨ
a
c
】
a
n
ト
訂
コ
】
8
」
こ
l
t
h
e
d
・
b
y
d
2
H
a
r
叶
か
S
i
ヨ
2
y
 
 

】
u
N
ふ
．
 
 

英
圃
に
於
て
も
、
漸
く
近
年
に
至
り
成
文
法
の
必
要
を
感
じ
、
遽
に
叫
八
九
四
年
よ
り
、
海
上
保
険
に
閲
す
る
法
血
ハ
の
制
定
に
着
 
 

手
し
た
。
仙
九
〇
六
年
議
命
の
可
決
を
見
て
、
軍
行
放
と
し
て
英
国
渥
上
保
険
法
の
塾
布
を
見
た
。
T
h
e
吉
「
i
コ
e
叫
コ
S
u
r
a
コ
n
e
芽
t
 
 

昆
試
之
で
透
る
。
該
法
は
起
草
者
の
明
言
せ
る
如
く
必
ず
し
も
哀
せ
る
法
理
に
準
接
し
て
編
纂
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
は
あ
ら
す
し
 
 

て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
以
来
二
千
件
以
上
の
判
決
例
、
並
に
英
開
塾
者
の
意
見
を
参
酌
し
て
、
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
英
問
海
上
保
険
の
嘗
需
に
よ
く
過
す
る
桝
以
で
も
あ
る
。
こ
の
海
上
保
険
法
を
、
逐
條
的
に
誌
絆
し
た
る
も
の
と
し
て
は
、
左
 
 

記
著
書
及
び
澤
苔
が
あ
る
。
 
 

n
h
a
↓
m
e
r
s
如
才
c
h
b
a
－
d
：
T
h
e
3
a
r
i
コ
e
【
コ
S
n
ぷ
コ
C
e
コ
∩
〓
8
仇
．
u
r
d
 
e
d
．
－
将
N
．
 
 

加
藤
正
造
繹
英
囲
渥
上
保
険
法
 
 
 

英
因
擬
上
保
険
法
は
、
右
に
運
べ
た
る
が
如
く
、
判
決
例
を
基
礎
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
な
れ
ぼ
、
そ
の
解
鐸
に
苦
っ
て
は
、
 
 

そ
の
基
礎
た
る
判
決
例
を
研
究
す
る
を
姿
す
る
。
殊
に
英
圃
に
於
て
は
、
判
決
例
が
他
の
諸
因
に
於
け
る
よ
り
も
重
要
祀
せ
ら
れ
、
 
 

叫
慶
大
衆
院
の
判
決
を
見
た
以
上
は
、
そ
の
趣
旨
は
容
易
た
改
臆
せ
ら
れ
な
い
。
判
決
例
中
著
名
な
る
む
の
ゝ
大
様
は
、
前
記
著
書
 
 

浮
上
保
険
の
椚
畢
及
文
献
 
 

（
三
〇
セ
）
 
 
五
里
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北
米
合
衆
困
に
於
て
は
、
今
日
尚
海
上
保
険
に
翻
す
る
成
文
法
な
く
、
唯
特
殊
の
事
項
に
就
て
は
、
州
法
に
於
て
之
を
規
窟
せ
る
 
 

も
の
あ
る
の
み
。
姦
し
、
十
八
世
紀
末
に
於
て
同
園
が
弼
立
す
る
迄
は
英
因
に
於
る
判
例
及
び
箪
訟
に
依
針
今
日
に
於
て
も
英
法
系
 
 

に
属
す
る
。
尤
も
、
猫
立
前
に
於
て
も
欧
洲
大
陸
の
旧
例
、
並
に
俳
問
に
於
け
る
三
大
家
た
る
バ
ラ
ン
、
ポ
チ
エ
及
び
エ
メ
リ
ゴ
ン
の
 
 

著
書
に
依
り
、
若
く
は
そ
れ
以
前
の
革
詮
を
参
画
し
て
判
決
せ
る
も
の
あ
り
。
ま
た
十
九
世
紀
に
及
ん
で
は
、
何
問
内
に
於
て
左
記
 
 

三
大
名
著
出
で
1
、
多
く
の
判
決
は
之
に
則
り
、
勢
英
法
よ
り
療
ざ
か
り
た
る
瓢
も
亦
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
 
 

D
u
e
r
．
苫
a
r
≡
e
－
コ
S
u
r
a
コ
C
e
．
】
0
0
余
．
 
 

P
h
i
l
l
首
s
－
「
a
W
 
O
〓
コ
S
u
r
a
コ
C
e
〉
】
0
0
彗
．
 
 

K
e
阜
C
O
ヨ
ヨ
e
n
t
a
r
i
e
s
 
O
コ
コ
ヨ
e
r
芥
a
コ
「
a
W
、
】
会
h
 
e
d
i
t
訂
コ
b
y
 
G
O
U
－
d
】
0
0
署
－
 
 
 

言
一
〇
八
）
 
 
五
四
 
 

第
こ
巷
 
第
三
祝
 
 

殊
に
ア
ー
ノ
ル
ド
海
上
伽
除
法
論
小
に
於
て
之
を
知
Q
を
得
ペ
く
、
特
に
判
決
奴
と
し
て
は
左
記
の
も
の
あ
り
。
 
 
 

C
a
ヨ
P
b
e
ニ
ー
R
u
〓
コ
∽
n
a
S
e
S
二
各
戸
J
 
X
≡
知
X
l
く
。
】
∞
澄
1
】
0
0
遥
・
 
 

3
s
p
ぎ
a
－
．
三
宅
迂
ヨ
e
 
r
a
W
 
n
a
S
e
S
｝
】
0
0
8
1
】
治
飢
 
 
 

渇
上
保
険
に
闇
す
る
時
々
の
判
決
は
、
S
h
宮
i
コ
瓜
G
a
N
e
什
t
及
び
F
a
言
質
等
の
渥
軍
に
闘
す
る
新
聞
部
蕊
に
摘
我
せ
ら
れ
る
 

凡
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免
 
 

英
米
神
岡
に
放
る
幾
分
初
歩
的
名
著
と
し
て
は
、
左
記
の
も
の
あ
り
。
ガ
ウ
及
び
テ
ム
ブ
ル
マ
γ
両
氏
の
振
上
保
険
鋼
婁
は
」
一
近
 
 

作
坤
の
白
眉
で
あ
ゃ
、
こ
の
両
書
に
劃
し
て
は
邦
諜
も
出
て
ゐ
る
。
ま
た
ド
ー
バ
ー
背
振
上
保
険
提
要
並
に
じ
ユ
ブ
ナ
ー
著
海
上
保
 
 

・
険
諭
は
各
英
国
並
に
米
国
に
於
る
握
上
保
険
の
理
論
、
及
び
葦
汚
を
知
る
上
に
於
て
故
も
便
利
に
剖
衆
て
ゐ
る
。
殊
に
後
者
に
は
邦
 
 

繹
も
あ
る
。
 
 

ぬ
 
 
 

B
e
コ
e
C
k
e
，
P
r
i
コ
n
i
p
－
e
s
 
O
〓
コ
d
e
ヨ
コ
茸
i
コ
王
a
r
ぎ
e
－
コ
S
U
r
a
コ
C
e
こ
0
0
N
声
 
 

3
c
コ
r
t
h
u
r
．
n
O
コ
t
r
a
C
［
○
鴫
苫
a
r
i
コ
e
 
F
s
u
r
a
コ
C
e
、
】
0
0
Ⅶ
〇
．
 
 

G
O
W
｝
3
a
r
m
e
－
コ
S
u
r
a
コ
n
e
．
】
Ⅶ
O
P
 
 

椎
名
箪
士
鐸
 
ガ
 
ウ
 
臥
 
士
 
海
 
上
 
保
瞼
 
 

T
e
ヨ
P
一
e
ヨ
a
コ
、
三
彗
ぎ
e
－
コ
S
u
r
釦
コ
C
e
．
⊥
盟
N
＼
 
 

加
藤
塾
士
詳
 
テ
 
ム
 
ブ
 
ル
 
マ
 
ン
海
上
 
保
 
険
 
 

W
ぎ
t
e
r
．
苫
a
r
ぎ
e
ぎ
s
u
r
a
コ
C
e
．
】
望
0
0
一
 
 

〓
u
e
ロ
コ
巧
．
房
a
r
ぎ
e
 
l
コ
S
u
r
a
宍
e
－
－
Ⅶ
N
？
 
 

田
中
単
士
鐸
 
 
ヒ
ユ
ー
ブ
ナ
ー
氏
∵
侮
上
保
険
 
 

D
O
V
e
r
こ
詰
コ
d
b
0
0
k
 
t
O
苫
a
r
i
コ
e
 
l
コ
S
u
r
餌
コ
n
e
、
】
冶
心
．
 
 

極
上
保
険
の
清
聴
及
文
献
 
 

（
三
C
九
）
 
 
玉
謂
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】
¢
 
 

我
国
に
於
て
は
、
海
上
保
険
の
制
度
は
明
治
時
代
ま
で
之
を
存
し
な
か
っ
た
。
尤
も
貞
應
、
大
正
年
間
に
於
る
海
商
に
関
す
る
添
 
 

命
中
に
は
、
打
荷
に
闘
す
る
も
の
あ
り
。
徳
川
時
代
に
於
て
は
所
謂
浦
始
末
に
関
す
る
布
告
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
是
等
の
も
α
は
何
 
 

れ
も
、
共
同
海
損
に
関
す
る
法
令
と
見
る
ペ
き
も
の
で
あ
る
。
海
上
保
険
に
関
し
て
は
、
明
泊
二
十
三
年
牽
布
、
三
十
一
年
驚
施
の
 
 

哲
商
法
、
並
に
明
治
四
十
二
軍
覆
布
同
年
六
月
よ
り
、
前
者
に
代
っ
て
葦
施
せ
ら
れ
た
る
現
行
商
法
中
、
海
商
編
及
商
行
為
編
単
に
 
 

之
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
哲
蹄
法
は
俳
捗
に
依
り
、
新
商
法
は
礪
波
た
依
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
現
今
海
運
柴
は
撃
げ
て
英
米
の
組
緻
に
操
 
 

り
て
総
督
せ
ら
れ
、
海
上
保
険
業
は
英
圃
保
険
者
の
後
援
を
要
す
る
。
法
律
規
粟
は
大
陸
法
を
母
法
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
 
 

ど
も
、
茸
務
は
英
国
に
倣
ひ
海
上
保
障
誇
券
の
約
款
の
如
き
殆
ど
ロ
イ
ド
の
も
の
を
邦
課
せ
る
も
の
に
 

我
図
に
於
て
は
法
律
の
適
用
、
約
款
の
解
鐸
上
、
大
な
る
困
難
に
遭
遇
す
る
。
英
国
風
の
保
険
柴
を
律
す
る
に
大
陸
の
制
度
を
以
て
 
 

せ
ん
と
す
る
も
の
な
れ
ぼ
、
そ
の
結
英
粒
々
な
る
難
問
を
生
ヰ
る
は
営
然
で
あ
る
。
之
に
向
つ
て
適
切
な
る
解
決
を
輿
ふ
る
窄
め
に
 
 

は
、
英
米
術
囲
並
に
大
陸
の
法
律
慣
例
を
打
っ
て
叫
丸
と
な
し
、
之
を
稔
明
す
る
の
用
意
あ
る
を
聾
す
る
。
即
ち
我
国
に
於
て
は
捲
 
 

土
保
険
に
関
す
る
比
較
法
箪
的
研
究
が
故
も
肝
安
で
あ
る
。
こ
の
比
較
法
塾
的
立
場
か
ら
、
海
上
保
険
を
研
究
し
た
る
著
書
と
し
て
 
 

は
左
記
の
も
の
あ
り
。
 
 

村
瀬
保
険
金
薬
、
海
上
保
険
講
義
嬰
細
 
 
 

第
こ
 
怨
 
 
第
三
抗
 
 

（
三
一
〇
）
 
 
五
六
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藤
本
浄
土
背
 
振
上
棟
除
綱
要
 
 

我
困
に
於
け
牒
海
上
保
険
の
茸
務
を
記
述
し
た
る
も
の
と
し
て
は
先
番
あ
り
。
 
 

坂
元
単
土
管
 
海
上
保
険
茸
務
誌
 
 

海
上
保
険
法
の
み
な
ら
ず
、
頗
く
我
海
商
法
若
く
は
保
険
法
を
論
じ
た
る
も
の
と
し
て
は
左
記
の
も
の
あ
り
。
 
 

松
鱒
博
士
著
 
 
 

加
藤
博
士
菅
 
 
 

井
山
博
士
著
 
 
 

市
村
樽
土
着
 
 
 

松
本
悼
土
管
 
 
 

三
浦
浄
土
著
 
 

尊
上
保
険
の
漕
拳
及
女
献
 
 

日
本
海
商
法
 
 

海
商
法
講
童
 
 

海
商
法
通
・
義
 
 
 

海
 
 
商
 
 
法
 
 
 

保
 
 
険
 
 
法
 
 
 

保
 
険
 
法
 
論
 
 
 

（
三
一
こ
 
 
五
七
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